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三
千
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
オ

オ
シ
マ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
登
山
道

沿
い
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
山
を

抱
く
よ
う
に
ぐ
る
り
と
咲
き
ま

す
。
そ
の
景
観
は
、「
天
女
の
羽
衣
」

の
よ
う
で
あ
る
と
称
さ
れ
る
ほ
ど

で
あ
り
、
言
葉
を
失
う
ほ
ど
見
事

な
も
の
で
す
。
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一
月
十
六
日（
金
）松
山
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

商
工
会
長
及
び
事
務
局
長
等
約
五

十
名
が
出
席
し
、
会
長
連
絡
協
議

会
・
人
事
評
価
者
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
時
代
の
潮
流
に

乗
っ
た
組
織
運
営
を
行
う
た
め
、

会
員
及
び
地
域
の
現
在
、
将
来
に

と
っ
て
何
が
必
要
か
、
意
見
交
換

等
を
通
じ
て
、
商
工
会
組
織
の
進

む
べ
き
進
路
を
共
有
し
、も
っ
て
、

組
織
の
強
化
と
地
域
経
済
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

村
上
県
連
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
、「
経
営
発
達
支
援
事
業

と
経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
申

請
」
に
つ
い
て
、
全
国
商
工
会
連

合
会
組
織
運
営
部
土
井
課
長
か
ら

趣
旨
等
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
導
入
す
る
「
広
域
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
本

会
よ
り
、
設
置
の
経
緯
と
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
人
事
評
価
者
研
修
で

は
、
制
度
の
適
切
な
運
用
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
改
定
人
事

評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
用
い
て
制

度
の
趣
旨
と
意
義
、
運
用
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。な
か
で
も
、

今
年
度
は
、
評
価
者
の
採
点
方
法

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
説
明
し
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

会
長
連
絡
協
議
会
・
人
事
評
価
者
研
修
開
催【地域ぐるみで小規模事業者を面的に支援する体制】

経済産業大臣

関係機関

経営の発達

地域経済の活性化

商工会又は商工会議所
経営改善普及事業

経営発達支援事業

小規模事業者

－市区町村・都道府県

－地銀・信金・信組

－他の支援機関

－大学

－農協

－NPO

－大企業・中規模企業

　　　　　　　　　等

•小規模事業者の経営状
況の分析

•需要を見据えた事業計
画の策定･実施に係る
伴走型の指導・助言

•商品、サービスの需要
動向、地域の経済動向
に関する情報の収集、
提供等

•広報、商談会・展示会等
の開催又は参加、需要
の開拓に寄与する事業

潜在的な顧客層
に向けた商品の
販売方法の変更
等、ビジネスモ
デルの再構築

経営の改善
記帳、税務、金融
指導等

記帳、税務、金融指導等
各種制度等の情報収集・提供等

連携支援

商工会・商工会議所の
経営発達支援事業の計画、
“経営発達支援計画”を認定

認 

定
申 

請

経営発達支援事業
【背景】
●�人口減少等のわが国経済社会の構造的変化により地域の活力が減
退し、地域社会を支える小規模事業者は需要の低下、売り上げの
減少に直面。
●�小規模事業者がその地域で経営を持続的に行うためのビジネスモ
デルの再構築を全面的にサポートする体制を全国的に整備するこ
とが喫緊の課題。

➡
【概要】
地域ぐるみで小規模事業者を面的に支援する体制を構築するため、
商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律の一
部を改正する法律（小規模支援法）が平成 26 年 6 月に成立し、同
年 9月 26 日から施工され、商工会及び商工会議所が総力を挙げて
小規模事業者を応援していくため、「経営発達支援事業」が新たに
規定されました。

●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
一
月
二
十
三
日（
金
）、
各

商
工
会
女
性
部
の
部
長･

副
部
長

ほ
か
部
員
等
約
百
二
十
名
が
メ
ル

パ
ル
ク
松
山
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
と
し
て
主
張
発
表
県
大
会
と

女
性
経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
伝
達
に
引
き
続
き
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
に

よ
る
主
張
発
表
は
、
地
域
の
活
性

化
や
振
興
事
業
、
女
性
部
活
動
に

対
し
て
の
想
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

素
晴
ら
し
い
内
容
で
、
慎
重
な
審

査
の
結
果
、
東
予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

で
、
し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部
の

村
上
光
子
部
員
～
女
性
部
活
動
と

私
達
の
進
む
道
～
が
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
に
は
中
予
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
竹
口
禮
子
部
長
（
砥
部
町
）、

南
予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
青
木
恵
美

子
部
長
（
吉
田
三
間
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、株
式
会
社
ウ
ィ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
代
表
取
締
役
の
植

田
絵
美
子
氏
か
ら
、「
お
客
様
を
お

も
て
な
す
接
客
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
身
だ
し
な
み
を
整
え
、
心
を

配
り
、
大
切
な
時
を
共
有
す
る
と

い
う
気
持
ち
が
お
も
て
な
し
の
心

構
え
で
あ
る
。
毎
回
の
特
別
な
出

会
い
の
た
め
外
見
を
整
え
、
相
手

が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
察
し
て
応

え
、
言
葉
に
心
を
寄
せ
る
よ
う
心

が
け
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
共
感
し
ま
し
た
。

　

去
る
一
月
二
十
四
日（
土
）、
各

商
工
会
青
年
部
の
部
員
約
七
十
名

が
松
山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・

青
年
経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
青
年
部
員
四
名

（
堀
田
知
秋
（
し
ま
な
み
）、
壽
野

博
志
（
砥
部
町
）、加
藤
裕
介
（
長

浜
町
）、宮
瀬
信
治
（
内
子
町
）（
敬

称
略
））
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
活
用
事
例
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
発
表
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た
補

助
金
活
用
事
例
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
同
補
助
金
の
手
軽
さ
を
強

調
し
、
参
加
者
に
対
し
て
同
補
助

金
の
活
用
を
促
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
熱
心
に
聴
き
入
り
、
質
疑
応

答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
株
式
会
社
人
財

育
成
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
代
表
取
締
役
の

永
松
茂
久
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
、「
輝
く
人
が
増
え
る
お
店
の

創
り
方
」
と
い
う
演
題
で
、
飲
食

店
を
繁
盛
さ
せ
る
ま
で
の
苦
労

や
、
人
と
の
出
会
い
で
学
ん
だ
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

参
加
者
同
士
二
人
一
組
で
、
講
師

が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話

し
合
う
場
も
設
定
さ
れ
、
和
や
か

な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

永
松
氏
の
経
験
に
基
づ
い
た
身

近
に
感
じ
る
話
ぶ
り
に
は
、多
く
の

参
加
者
が
共
感
し
、今
後
の
事
業

へ
の
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
交
流
懇
親
会
で

は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
の
選
手
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
、
青
年
部
員
の
事
業
Ｐ
Ｒ
が

あ
り
ま
し
た
。
事
業
Ｐ
Ｒ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
商
品
を
ご
提
供
い
た
だ
く
な

ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
参
加

者
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
青
年
部
・
女
性
部
と
も

に
先
の
商
工
会
全
国
大
会
等
で
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
方
の
表
彰
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

■
商
工
会
全
国
大
会

　
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

　【
優
良
青
年
部
】

　
　

東
温
市
商
工
会
青
年
部

　【
優
良
女
性
部
】

　
　

双
海
中
山
商
工
会
女
性
部

　
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　【
優
良
青
年
部
】

　
　

伊
方
町
商
工
会
青
年
部

　
　

鬼
北
町
商
工
会
青
年
部

　
　

愛
南
町
商
工
会
青
年
部

　【
優
良
女
性
部
】

　
　

越
智
商
工
会
女
性
部

　
　

吉
田
三
間
商
工
会
女
性
部

　
　

鬼
北
町
商
工
会
女
性
部

　【
青
年
部
功
労
者
】

　
　

忽
那　
　

圭
（
北
条
）

　
　

加
藤　

裕
介
（
長
浜
町
）

　
　

兵
頭　

史
達
（
保
内
町
）

　【
女
性
部
功
労
者
】

　
　

中
司
み
な
え
（
し
ま
な
み
）

　
　

松
本　

京
子
（
保
内
町
）

■
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

　【
全
青
連
会
長
感
謝
状
】

　
　

岡
田　

光
伸
（
周
桑
）

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

女
性
経
営
者
等

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

青
年
経
営
者
等

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

講師　植田絵美子氏

講師　永松茂久氏

村上光子 部員（しまなみ）青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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■
店
舗
紹
介

　

あ
な
た
の
街
の
で
ん
き
や
さ
ん

の
「
た
か
む
ら
」
は
、
地
域
密
着

型
の
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
で
地
元
で

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
お
店
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

店
主
の
高
村
光
郎
は
、
多
忙
な

経
営
の
傍
ら
、
サ
ッ
カ
ー
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
も
活

躍
し
、
地
域
で
も
人
気
者
で
す
。

■
補
助
金
利
用
の
き
っ
か
け

　

近
年
は
、
郊
外
型
大
型
電
気
店

の
み
な
ら
ず
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
も
電
気
製
品
を
取
り
扱
っ

て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
が
発
達
し
、
複
合
的
な
原
因

と
な
っ
て
個
店
経
営
の
脅
威
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
れ

ら
の
業
態
を
利
用
し
な
い
顧
客
は

高
齢
者
が
多
く
、
①
新
し
い
家
電

製
品
を
購
入
し
て
も
、
な
か
な
か

操
作
が
覚
え
ら
れ
な
い
、
②
店
舗

へ
の
来
店
が
困
難
等
の
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
を
手
厚
く
し
、
何
度
も

顧
客
宅
ま
で
足
を
運
び
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
こ
と
で
解
決
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、②
の
解
決
に
向
け
、

店
舗
を
幅
広
い
年
齢
層
の
顧
客
が

利
用
し
易
く
、
か
つ
快
適
な
場
と

す
る
た
め
、
補
助
金
を
利
用
し
ま

し
た
。

■
具
体
的
な
取
組
内
容

・�

店
舗
入
り
口
の
階
段
に
手
す
り

を
設
置

・�

杖
や
手
押
し
車
を
利
用
し
て
い

て
も
開
け
や
す
い
よ
う
、
扉
を

観
音
開
き
か
ら
引
き
戸
に
改
装

・�

道
路
に
面
し
た
窓
の
外
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
窓
側
か
ら

も
店
内
に
入
れ
る
よ
う
に
改
装

・�

店
舗
の
バ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
で
き
る
よ
う
店
舗
の
壁
を
開

口
し
、
来
店
客
が
く
つ
ろ
げ
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保

■
取
組
の
効
果

　

店
舗
の
改
装
に
伴
い
、
来
店
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
た
こ
と
で
、
地
元
の
人
が
自
然

に
集
ま
れ
る
場
と
な
り
、
家
電
の

販
売
の
み
な
ら
ず
、
地
域
で
の
困

り
ご
と
な
ど
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

■
今
後
の
取
り
組
み

　

引
き
続
き
、
幅
広
い
年
齢
層
の

地
域
住
民
に
来
店
し
て
も
ら
い
、

地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の

役
割
を
担
う
場
と
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
有
効
活
用

　

～
地
域
の
人
に
優
し
い
店
舗
、

人
が
集
ま
れ
る
憩
い
の
場
所
作
り
へ
～　

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
販
路
拡

大
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一

月
二
十
一
日（
水
）ア
イ
テ
ム
え
ひ

め
大
展
示
場
で
、
愛
媛
県
及
び
地

元
金
融
機
関
等
の
支
援
を
受
け
展

示
・
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
小
規
模
事
業
者

や
一
次
産
業
関
係
団
体
等
一
〇
二

社
が
参
加
し
、
県
内
外
の
バ
イ

ヤ
ー
五
十
数
名
と
の
商
談
に
臨
み

ま
し
た
。

　

今
回
の
商
談
会
は
、
愛
媛
県
が

作
成
し
た
、「
え
ひ
め
が
誇
る
『
す

ご
味
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
と
し

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

各
社
と
も
自
慢
の
逸
品
を
持
ち

寄
り
、
中
で
も
県
特
産
の
み
か
ん

の
皮
（
ピ
ー
ル
）
を
餌
に
混
ぜ
て

育
て
た
「
み
か
ん
鰤
」
や
、
河
内

晩
柑
等
変
わ
っ
た
柑
橘
の
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
郷
土
色
豊
か
な
商
品
が
数

多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
者
か
ら
は
、「
有
名
企
業

の
バ
イ
ヤ
ー
が
一
堂
に
揃
い
、
一

回
に
多
く
の
商
談
の
場
を
作
っ
て

頂
い
た
こ
と
に
感
謝
、
こ
の
よ
う

な
企
画
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
。」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

延
べ
三
百
十
一
商
談
の
う
ち
、

現
在
、
商
談
成
立
が
五
十
件
程
度

あ
り
、
県
産
品
を
全
国
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
月
三
日（
火
）か
ら
七
日（
土
）

の
間
、
食
品
加
工
業
者
を
対
象
と

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
経
済

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
は
、
生
活
水
準
の

向
上
と
と
も
に
消
費
意
欲
が
旺
盛

で
あ
り
、
日
本
産
食
品
に
対
す
る

需
要
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
高
く
、
有
望
な
販
路
と

し
て
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
出
先
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
百
貨
店
や
食
品
卸

売
業
者
と
の
商
談
に
加
え
、
ロ
ー

カ
ル
ス
ー
パ
ー
へ
の
視
察
、
和
食

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
試
食
会
な
ど
を

通
じ
、
市
場
の
雰
囲
気
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、

世
界
中
か
ら
魅
力
的
な
商
品
が
集

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
各

地
か
ら
の
売
り
込
み
や
物
産
フ
ェ

ア
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
競

争
が
激
し
い
こ
と
も
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

見
積
依
頼
な
ど
商
談
継
続
案
件

が
複
数
あ
り
、
本
会
で
は
、
引
き

続
き
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

え
ひ
め
が
誇
る「
す
ご
味
」展
示
・
商
談
会

小
さ
な
企
業
が
世
界
に
誇
る

「
愛
媛
の『
食
』の
感
動
」海
外
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化粧する舞妓 1958年 油彩

白川女 1968年 パステル
■入館料 前売り（一般・大学生のみ） 700円
　一般（大学生含む） 800円 小・中・高校生 500円
■開館日 水曜日～日曜日及び祝日 午前10時～午後5時
　※休館日 月・火曜日（但し祝日は開館）　※駐車場　有（12台）

大野ギャラリー所蔵と当館所蔵の油彩・素描・版画約40点を展示
「セキ美術館の名品展」 2階新館　「ロダン作品展」 2階ロダンの部屋同時開催

松山市道後喜多町4ー42
TEL（089）946-5678　〒790-0848
http://art.seki.co.jp/

4月22日（水）
6月21日（日）

平成27年

商
工
会
が
行
う
販
路
開
拓
支
援
事
業
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
付

○
事
務
局
長

久
万
高
原
町
商
工
会

　

正
岡　

健
司
（
新
規
採
用
）

松
前
町
商
工
会

　

篠
﨑　

洋
史
（
新
規
採
用
）

保
内
町
商
工
会

　

宮
本　

雅
三
（
新
規
採
用
）

伊
方
町
商
工
会

　

宇
都
宮
邦
彦
（
新
規
採
用
）

○
経
営
指
導
員
等

し
ま
な
み
商
工
会

　

村
上　

哲
男
（
上
島
町
）

上
島
町
商
工
会

　

中
郷　
　

浩
（
し
ま
な
み
）

北
条
商
工
会

　

重
見　

裕
三
（
県　

連
）

久
万
高
原
町
商
工
会

　

伊
藤　

重
紀
（
砥
部
町
）

砥
部
町
商
工
会

　

渡
部　

誠
二
（
北　

条
）

長
浜
町
商
工
会

　

松
田　

恵
美
（
県　

連
）

川
上
商
工
会

　

上
満　

耕
士
（
長
浜
町
）

伊
方
町
商
工
会

　

清
水　

智
之
（
県　

連
）

吉
田
三
間
商
工
会

　

土
居　

達
也
（
西
予
市
）

鬼
北
町
商
工
会

　

城
戸　

慎
也

（
津
島
町　

経
営
支
援
員
）

県
連
合
会

　

垣
内　

尚
彦
（
久
万
高
原
町
）

　

山
内　

久
志
（
鬼
北
町
）

　

畑
山　

美
勝
（
保
内
町
）

○
経
営
支
援
員
等

越
智
商
工
会

　

真
木　

あ
き
（
新
規
採
用
）

し
ま
な
み
商
工
会

　

吉
村
由
佳
子
（
新
規
採
用
）

北
条
商
工
会

　

渡
部　

雅
恵
（
新
規
採
用
）

中
島
商
工
会

　

森
本　

智
子
（
北　

条
）

東
温
市
商
工
会

　

藤
久　

陽
介
（
新
規
採
用
）

長
浜
町
商
工
会

　

井
川　

治
義
（
新
規
採
用
）

内
子
町
商
工
会

　

川
本　

啓
美
（
東
温
市
）

保
内
町
商
工
会

　

泉　
　

高
士
（
新
規
採
用
）

伊
方
町
商
工
会

　

玉
井
ゆ
か
り
（
長
浜
町
）

西
予
市
商
工
会

　

廣
瀨　

裕
也
（
新
規
採
用
）

県
連
合
会

　

中
須
賀　

香
（
中　

島
）

　

城
ケ
瀧
和
博
（
新
規
採
用
）

　

松
木　

萌
美
（
新
規
採
用
）

【
退
　
職
】

《
事
務
局
長
》

　

大
嶋　

洋
一
（
久
万
高
原
町
）

　

稲
荷　

秋
人
（
松
前
町
）

　

松
岡　

正
利
（
保
内
町
）

　

岡
田　
　

包
（
伊
方
町
）

《
経
営
指
導
員
》

　

一
宮　

哲
二
（
川　

上
）

　

木
下　
　

強
（
伊
方
町
）

　

宮
川　

真
輔
（
吉
田
三
間
）

《
経
営
支
援
員
》

　

吉
井
み
づ
ほ
（
越
智
）

　

柳
原　

真
紀
（
し
ま
な
み
）

　

藤
岡　

千
穂
（
内
子
町
）

　

山
本　

和
子
（
伊
方
町
）

　

柳
澤　
　

治
（
西
予
市
）

人
事
異
動
等

　２月15日（日）、県下３商
工会において実施し22名が
合格（受験者数53名）しま
した。
◦満点合格
　　７級　伊藤　俊介

（久万高原町）

第176回珠算検定結果

備
え
て
安
心
、
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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平成26年度補正及び平成27年度予算
～中小企業・小規模事業者向け施策概要～

ものづくり・商業・サービス革新を応援します

ものづくり・商業・
サービス

革新補助金

（補助率：３分の２）

◆ものづくりの革新
　�中小ものづくり高度化法に基づく特定ものづくり基盤技術（12技術）を活用した、画期的
な試作品の開発や生産プロセスの革新に係る費用� 上限：1,000万円

◆革新的なサービスの創出
　�「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方法で行う、革新
的なサービスの創出に係る費用� 一般型上限：1,000万円　コンパクト型上限：700万円

◆�複数の事業者が共同してITやロボット等の設備投資等により、革新的なサービス・試作
品の開発やプロセス改善等に取り組む費用� 上限：１社で500万円

小規模事業者を応援します

小規模事業者持続化
補助金

（補助率：３分の２）

◆商工会と一体となって販路開拓に取り組む費用� 上限： 50万円
　①複数の事業者が共同で行う取組� 上限：500万円
　②買い物弱者対策等への取組� 上限：100万円

創業を目指す方を応援します

創業・第二創業促進
補助金 

（補助率：３分の２）

【創業者向け】
◆�新たに需要を創造する新商品・サービスを提供する創業者に対して、店舗借入費や設備費
等の創業に要する費用� 上限：200万円

【第二創業者向け】
◆�事業承継を契機に既存事業を廃業し、新分野に挑戦する等の第二創業者に対して、人件費
や設備費等（廃業登記や法手続費用、在庫処分費等廃業コストを含む）に要する費用

� 上限：1,000万円

地域資源の活用を応援します

ふるさと名物応援事業

（補助率：３分の２）

◆異分野の事業者と共同で行う商品・サービスの開発などにかかる費用� 上限：1,000万円

◆地域資源活用や農商工連携により行う商品・サービスの開発などにかかる費用
� 上限： 500万円

◆�小売事業者等が、製造事業者と連携して「ふるさと名物」などの販路開拓に取り組む際に
かかる費用� 上限：1,000万円

◆複数の事業者が「ふるさと名物」などを地域ブランド化するための取組を行う場合の費用
� 上限：2,000万円

地域の中小企業・小規模事業者の活性化を応援します

中小企業・小規模事業者
海外展開戦略支援事業

（補助率：３分の２）

◆海外展開に向けた戦略策定や販路開拓につなげるため、事業化の可能性調査の支援
� 上限：160万円

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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【我が子菓子�善蔵（ぜんのくら）】�玉子落花せん

卵と落花生をたくさん入れてサクサク感を
追求したら割れやすくなってしまいました。

　   宮栄商事有限会社

　　喜多郡内子町内子1956
TEL�0893−44−2307　FAX�0893−43−1470

URL�http://www.miyaei.com

我社の逸品

笑顔のえひめ商品券を発行します！

　愛媛県商工会連合会では、愛媛県及び県内20市町からの補助を受け、総額120億円分の20％プレミアム
付き商品券を発行します。会員の皆様も、ぜひこの機会に商工会にて取扱店舗にご登録ください。

〈発行概要〉

発　行　総　額 120億円（１セット1,000円券×12枚を100万セット）
※地域限定券６枚（各市町区域内）、全県共通券６枚（県内全域）のセット

販　売　価　格 １セット12,000円分を10,000円で販売

購　入　限　度 １人３セット（３万円）まで

販　売　方　法 応募往復ハガキ（各商工会等へ申込）等の抽選による予約販売
※商工会の設置窓口にて当選者へ発送する引換券と交換で販売

予約応募期間 平成27年５月25日～６月10日

引換販売期間 平成27年７月１日～７月15日

使　用　期　間 平成27年７月１日～11月30日

取 扱 対 象 業 種 ①小売業　②飲食業・宿泊業　③サービス業
各商工会の設置窓口にて店舗登録申請を行ってください。

店 舗 募 集 期 間 平成27年４月20日～５月12日

換　金　期　間 平成27年７月10日～12月30日　換金手数料不要
※金融機関での換金申込分を後日口座振込（月２回程度）

そ　　の　　他
４月中旬頃に「事業実施内容・取扱店舗公募要領」を新聞折込及びホームページ
にて広報します。詳細は地域の商工会へお問い合わせください。
※上記の事項は予告なく変更する場合があります。

　平成27年度全国商工会珠算検定【１級～10級】
は、次のとおり実施致します。
◦予定会場／
　久万高原町、伊方町、西予市の各商工会
◦各応募期間・試験日

▽第177回
募集期間／４月16日（木）～５月22日（金）
試験日／６月21日（日）

▽第179回
募集期間／�９月10日（木）～10月16日（金）
試験日／11月15日（日）

▽第180回（平成28年）
募集期間／12月17日（木）～１月22日（金）
試験日／２月21日（日）

受 

験 

料

１級 2,100円 ４～６級 各��940円
２級 1,570円 ７～10級 各��730円
３級 1,360円

珠 算 検 定

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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ナ
カ
ト
ー
産
業
は
、
平
成
八
年

か
ら
愛
媛
県
南
予
、
宇
和
海
で
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
・
ア
ワ
ビ
の
養
殖
、
伊

勢
海
老
・
サ
ザ
エ
等
魚
介
類
の
販

売
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
酸
素
入
り
海
水
に

て
活
き
た
ま
ま
の
貝
類
を
お
客
様

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
発
送
方

法
を
改
良
し
て
ご
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
小
さ
な
発
泡
箱
に
宇

和
海
を
切
り
取
っ
て
お
届
け
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
養
殖
は
、
未
だ
生
産
量

は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
夏
場

の
赤
潮
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
ク
リ
ア
で
き
な
い
と
生

産
量
の
増
大
、
生
産
者
数
の
増
加

が
望
め
な
い
状
況
で
す
が
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

東
の
ホ
タ
テ
・
西
の
ヒ
オ
ウ
ギ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
ヒ
オ
ウ
ギ
貝

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
願
っ
て
、
卸

売
価
格
で
、
か
つ
、
活
き
た
ま
ま

直
接
お
客
様
に
お
届
け
す
る
よ

う
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
養
殖
に
日
々
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

　

津
島
町
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」（
津

島
ネ
ッ
ト
市
場
）
で
の
販
売
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ナ
カ
ト
ー
産
業

代　

表　

中
島
敏
行
さ
ん

宇
和
島
市
津
島
町
嵐
四
九
三
番
地
三

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介ふ

る
さ
と
愛
媛
の
県
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う
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フ
ジ
ケ
ン

越
智
郡
上
島
町
岩
城

　　
（
上
島
町
立
岩
城
小
学
校
五
年
生
）

藤

田
　

希

海

ち
ゃ
ん

 

「
将
来
の
夢
」

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ネ
イ
リ
ス

ト
で
す
。
母
が
ネ
イ
ル
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
楽
し
そ

う
だ
な
、
上
手
に
や
っ
て
み
た
い

な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

　

最
近
、
ネ
イ
ル
の
本
を
買
い
ま

し
た
。
そ
の
本
を
参
考
に
、
つ
け

づ
め
に
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
を
の
せ

た
り
、
フ
レ
ン
チ
ネ
イ
ル
を
し
た

り
、た
く
さ
ん
練
習
し
て
い
ま
す
。

叔
母
が
、
ネ
イ
ル
が
上
手
な
の
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
い
と
こ
や
母
に
つ
め
を
借
り

て
練
習
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
き

れ
い
に
な
っ
た
つ
め
を
み
て
も
ら

う
と
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
顔
を

し
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
上
手
で

は
な
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
練
習

し
て
、
み
ん
な
か
ら
喜
ん
で
も
ら

え
る
様
な
ネ
イ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
で
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
と
言
い
ま
す
が
、
昨
年
の
秋
以

降
、
広
島
な
ど
の
集
中
豪
雨
や
御

嶽
山
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
の
噴

火
な
ど
大
き
な
災
害
が
次
々
と
起

き
、
時
間
の
経
過
に
関
係
な
く
記

憶
か
ら
上
書
き
消
去
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
被
災
さ

れ
た
地
域
で
は
、
復
旧
ま
で
に
莫

大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
と
共

に
、
忘
れ
得
ぬ
傷
跡
が
刻
み
込
ま

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
る
都
度
、
各
方
面

で
様
々
な
防
災
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
後
手
に
回
っ
て
い

る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今

ま
で
は
予
想
さ
え
し
な
か
っ
た
事

件
・
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
初
め
に
日
本
人
を
標
的
と
し

た
中
東
で
の
テ
ロ
事
件
な
ど
は
、

そ
の
最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。
事

件
・
事
故
・
災
害
は
、「
い
つ
」「
ど

こ
で
」「
ど
ん
な
形
で
」私
た
ち
に

襲
い
か
か
っ
て
来
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
事
前
準
備
が

必
要
な
の
で
す
。
ご
商
売
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
が
起
き
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

事
業
の
生
き
残
り
を
か
け
た
対
策

は
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
そ
う
い
っ
た
災
害

な
ど
の
事
態
に
備
え
る
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（Business�Continuity�Plan

の

略
）
は
、
事
業
継
続
計
画
と
訳
さ

れ
、
自
然
災
害
・
大
火
災
・
テ
ロ

攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇

し
た
場
合
に
、
事
業
資
産
の
損
害

を
最
小
限
に
止
め
つ
つ
事
業
の
継

続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と

す
る
た
め
、
平
常
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継

続
の
た
め
の
方
法
・
手
段
な
ど
を

取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
で

す
。
人
命
は
地
域
の
防
災
訓
練
な

ど
で
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

事
業
の
命
は
自
社
で
守
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

緊
急
事
態
は
突
然
や
っ
て
来
ま

す
。
明
日
は
我
が
身
・
我
が
社
と

真
摯
に
捉
え
、
自
社
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

作
成
し
て
非
常
時
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
お
近
く
の
商
工
会
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

経
営
者
の
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
商
工
会
を
利
用
し
ま
し
ょ
う


